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地球磁気圏は太陽風と惑星間磁場（ＩＭＦ）の影響
を強く受ける。その磁気圏のダイナミックスは反平
行磁場の条件が満足されるときに起こり易い、磁気
リコネクションによって支配的に制御される。磁気
リコネクションがどこで起るか、どの様に起こり更
にどの様な影響を引き起こすかは、特にＩＭＦと太
陽風が時間の関数として変化するときなど非常に複
雑になる。私達は、太陽風磁気圏相互作用の高空間
分解能３次元電磁流体力学的（ＭＨＤ）シミュレー
ションを行ない、ＩＭＦや太陽風の変化に対する地
球磁気圏の応答を調べた。

地球磁気圏は太陽風と惑星間磁場（ＩＭＦ）の影響を強く受ける。その磁気圏のダイナ
ミックスは反平行磁場の条件が満足されるときに起こり易い、磁気リコネクションによ
って支配的に制御される。磁気リコネクションがどこで起るか、どの様に起こり更にど
の様な影響を引き起こすかは、特にＩＭＦと太陽風が時間の関数として変化するときな
ど非常に複雑になる。
私達は、ＩＭＦや太陽風の変化に対する磁気圏の応答を調べるために、太陽風磁気圏相
互作用の高空間分解能３次元電磁流体力学的（ＭＨＤ）シミュレーションを行なった。
ＩＭＦが北向きから南向きに反転する時、太陽直下点でリコネクションが起こり、引き
続いて４０～８０分後に尾部リコネクションが始まり、更に６～８分後に地球方向と尾
方向の速いプラズマ流が発生する急激な発展過程が起る。尾部リコネクションが開始し
て急激な発展時まで、尾部の閉じた磁力線に対するリコネクションが進行し、最も外側
の閉じた磁力線がリコネクションを起こした直後、急激な発展相が始まり、速いプラズ
マの流れが発生するとともにリコネクション領域でプラズマシートの温度が急に上昇す
る。これは、尾部リコネクションがプラズマシートのプラズマ温度を上げるのに支配的
な役割を果たしていることを意味している。
ＩＭＦがその方向を急激に変化する時、磁気圏境界でのリコネクション領域は数分で移
動する。その移動の間、磁力線の構造は大変複雑な様相を呈する。昼側磁気圏、そして
カスプの周りの対流の急な変化は磁気圏電離圏においてプラズマ圧力及び電磁場の擾乱
を作り出す。その擾乱は磁気圏対流に乗って運ばれ、尾部領域に近ずくにつれて緩和す
る。極域対流は、ＩＭＦのＢｚ成分のみならずＢｙ成分に依っても制御される。特に、
北向きＩＭＦの場合、極域対流の入口の流れの向きはＩＭＦのＢｙ成分によって支配さ
れる。こうして北向きの場合、ＩＭＦのＢｙ成分の急激な変化は顕著なプラズマ擾乱を
作り出すことができる。


